
様式２

評　　価 達　成　状　況 評　価 来年度に向けての改善方策

Ｃ

〇主体的に行動する生徒を育てるための授業づくりにおいて、「ねらいの明確化（１時間のゴールの
設定）」「授業意欲を高める導入の工夫」「授業後の振り返りと言語化、対話の充実」｢わかりやすい
（見える）評価｣等を学部全体で確立できた。
〇生徒同士が話し合う場面を設定したり、情報機器を有効活用した自己評価場面を設定したりしたこ
とで、生徒の主体性が大きく変容した（自分の演技の改善点を言える。個々の課題がわかり生徒が進
んで課題に取り組む。目標達成をめざそうと努力する等。）
〇生徒の実態ごとに「めざす主体的な姿､そこへ向けての具体的な取り組み｣について教員間で話し合
いをしたことで、各学級、学年において、計画的に学級経営ができた。
〇｢表現活動｣｢音楽｣｢体育｣の授業づくりにおける大切にしたいことを教員間で共通理解した。そのこ
とで、授業づくりの視点が明確になり、生徒の表現力(合わせる力等）の向上、体力においては３分間
走やスポーツテストの記録が向上した。

Ａ
〇表現活動、体育、音楽以外の学習場面においても、｢主体的な
学び｣ができる授業をする。
〇ねらいに向かって意欲的に取り組む力、自己評価する力は向上
したが、じっくりと考えたり判断したりする力は不十分である。思
考、判断力を向上させたい。

Ｃ

〇発達段階を整理した目標設定、実践がすすめられている。また、連携し合うこと
で、学部間の系統性を意識できるようになってきた。しかし、実践共有（授業の振
り返り、改善）は不十分である。
〇実践を振り返り、表現力の育成、体力の向上について研修、検討することで、重
点化した取り組みの方向性が整ってきた。主体性を育てるための指導改善も進んで
きた。

Ｂ

〇今後も、様々な学習について学部間で情報交換を行い、系
統性についての整理をさらに進めていく。また、授業改善を
進めるための実践共有の場をもつ。
〇生徒の主体的な取り組みとはどんな姿か共通理解をはか
る。そして、今年度検討した表現力の育成、体力の向上をめ
ざした指導計画をもとに実践を進めながら学習評価をし、生
徒の成長を検証していく。

Ｃ

○学部研究や個を語る会を通して児童一人一人につけたい力や支援方法を検討し、共通理解して指導
に当たることができた。他グループの取り組みも参考にしながら授業改善を行い、児童が目的意識を
持って取り組むことや評価の仕方を工夫することで、主体的な学びに近づけることができた。効果の
あった取り組みを他の学習にも活かしていくことや、単元ごとに適切な評価を積んでいくことが今後
の課題である。
○基礎的運動能力、体力の向上の必要性が学部全体の課題として意識され、様々な学習活動や場面で
体力づくりに関連する活動が実践された。継続して取り組むことで児童の変容も確認できた。表現活
動については、それぞれが取り組んでいるが、学部として共通理解した取り組みには至っていない。
体力づくり、表現ともに、学部としてつけたい力を検討し、分掌組織と連携しながら取り組む必要が
ある。

Ｂ

○本年度の成果・課題を確認し、次年度に引き継ぐための組織運
営
○「主体的な学び」の充実
○単元（題材）構成の検討（期間・目標設定・観点別評価・指導計
画）
○学び合う職員組織の育成
○学部組織の円滑な運営
⇒主任・チーフの役割（コーディネート力）
情報収集・共有・協働への努力

教
科
指
導
課

合
わ
せ
た
　
　
　
指

導
課

自
立
活
動
課

Ｃ

〇研修内容や記録用紙等の支援ツールを校内ネットワークで情報発信することで、ツールを
活用して児童・生徒の問題行動の記録をとるケースが増えた。学部単位ではあるが、希望者
を対象に事例検討会で取り扱った研修内容を基に、複数回の研修会を行い、専門性の向上に
取り組んだ。また、指導方法等について新たな研修の要望があったが、そうしたニーズへの
対応が難しかった。
〇事例検討会を定期的に行い、チームとして一貫した取り組みを行うことができた。また、
チームでの取り組みで学んだことを他の児童・生徒の実践に取り入れるケースが増えた。そ
の反面、事例検討会の開始時期が早かったために、十分な研修ができないままスタートした
チームがあり、年間計画の見直しが必要である。

Ｂ

表
現
活
動
課

Ｃ
○各学部によって表現活動を意識した取り組みや個々の特性を活かせる内容に工
夫・改善はされたが、学校全体としての指針が明確にされていなかったため、学部
独自の取り組みとなった。
○学校全体の表現力向上推進計画を示すことができた。

Ｂ

体
力
づ
く
り
課

Ｃ

○「体力づくり推進計画」に、重点項目や具体的な取り組みを示し、わかりやすい
ものに改善した。
○学部間の一貫性や系統性について共通理解を進めながら、来年度の「けんべいス
ポーツチャレンジ」の計画を提案することができた。
○小学部を対象とした大会が少ないため、小学部の参加者が少なかったが、中高に
ついては増えている。

Ｂ

Ｃ
〇研究の方向性を各学部担当と確認しあったり、各学部の課題に迫る研究を進めた
りしてきた。それによって児童生徒のつけたい力やねらいが明確になり、授業実践
や改善ができつつある。
〇グループ内で指導・支援の工夫がなされ、児童生徒が主体的に活動する等の変容
が見られた。

Ｂ

Ｃ

○日々の指導や参観日などで「つけたい資質・能力」を意識して授業を行うことが
できた。
○教師自身が行動を振り返り、人権意識が高まってきているが、部として情報発信
が不十分であった。
○各学部では問題行動が発生したときは迅速に対応することができているが、課と
しての対応が不十分であった。

Ｃ

Ｂ

○1学期に実施した緊急時対応等の学校安全に関する研修内容を学期ごとに全職員に確認す
ることは難しかったが、行事などの際に各学部で基本的事項の確認を行った。
○全職員に向けて学校安全などについて月例での状況報告や啓発を行い、危機管理意識の維
持に努めた。
○安全指導部員が中心となり、事故を未然に防ぐよう率先して各学部や各担任への働きかけ
を行うことができた。

Ｂ

Ｃ
〇①「５つの力」の本校教育における役割を見える化するために「けんべい教育構
造図」「けんべい諸計画等関係図」を作成。②アセスメントシートのあり方を検討
し、そのねらいを取り入れた「個別の教育支援計画」に改編。③「個別の指導計
画」の目標設定や評価の仕方等について、終礼で教務ミニ研修を実施。以上の取り
組みにより目標を概ね達成することができた。

Ｂ

Ｃ
○しんろだよりや学部会、研修等で定期的に情報提供することができた。基本的な
内容について説明できる教員が増えたが、難しい教員もいるため、情報提供の内
容・方法の見直しが必要である。
○保護者等のニーズや課題を各学部から聞き取り研修を行うことができたが、ニー
ズの把握については課題が残るため、検討が必要である。

Ｃ

Ｃ
〇就学の検討やスムーズな移行支援のために、必要に応じて学校間、学部間で参観
や情報交換を行うことができた。

〇学校説明会や見学会等への参加対象が広がり、本校や特別支援教育についての情
報発信ができた。

Ｂ

評 価 基 準　A：十分達成（100％～81％）　　B：概ね達成（80％～61％程度）　C：変化の兆し（60％～41％程度）　D：まだ不十分（40％～3１％程度）　E：方策の見直し（30％以下）

○進路に関する基本的な情報や各学部が知りたい情報を把握・提供する
ための方法を検討する。
○保護者・各学部のニーズに応じた研修ができるよう、研修内容・回数・
時期を検討する。

〇体験入学の時期や実施方法を見直すことで、よりニーズに沿った対応
ができるようにし、就学検討の機会を提供する。

〇説明会や見学会の差別化を図り、日程や内容を見直すことで、より対
象に応じた情報提供ができるようにする。

○体力向上に関わる単元は、体力づくり推進計画の重点項目の何に
該当するかを意識して計画するように働きかける。
○スポーツへの親しみや運動へ向かう意欲や態度を段階的に育てて
いくために、主に小学部段階に重点をおいた研修を進める。

〇今年度まで取り組んだ「キャリア発達を促す授業づくり」の実践を、来年
度更に焦点を当てて深めていく。
〇研究を通して児童生徒につけたい力や、学部間の見方・考え方をそろ
えられるよう、ある程度の指針を示しておく。

○「つけたい資質・能力」とキャリア教育との関連について意識できるよう
に提案職員会で示す。
○教師自身の振り返りが日々の生活にいかせるようにチェックリストの項
目を見直し、また研修会で学んだことについての情報発信を行う。
○問題行動の予防、早期発見に向けて、児童生徒の実態について情報
収集、集約に努め、課題や方針を明確にし、迅速に対応する。

○研修内容の理解、活用を進めるとともに危機管理意識を高く持てるよう
に年間を通じて効果的な働きかけを継続する。
○児童生徒の障がい特性を踏まえた、より質の高い視点で環境整備がで
きるように安全点検の項目等を見直す。

〇全体研修等の大きな研修だけではなく、年間を通して随時終礼で教務ミ
ニ研修を実施し、個別の指導計画の目標設定や評価の仕方をはじめ教
務関係の理解を図る。

○研修内容やツール等を校内ネットワークを活用し
て情報発信する。
○支援ツールの『使い方マニュアル』や『活用例』
等を作成する。
○学部会等に事例検討会での取り組み状況の共有を
したり、事例検討の演習を行ったりする。

鳥取県立米子養護学校

【教科指導課・合わせた指導課】
○学部間の連続性・系統性を意識した指導・支援に取り組むことがで
きるように、各分掌とも連携しながら具体的な方策を計画的に提案す
る。
○今年度の取り組みで明らかになった課題をもとに、引き続き、各学
部内での連続性、系統性について見直す機会を持つ。
【合わせた指導課】
○視点や目的を明確にした上で、学部内、学部間の連続性、系統性を
意識した指導･支援につながる取り組みを行う。

〇支援ツールの『使い方マニュアル』等を作成し、今年度の取り
組みをまとめ、来年度すぐに活用できるように情報発信してい
く。
〇教職員の研修のニーズを把握し、障がい特性に応じた指導・支
援についての研修を計画・実施する。

○（表現力向上推進計画の中の）キャリア教育における表現活動の
「基礎・基本」とは何かを具体的に示していく。
○各学部の表現力が向上するように各学部主事や各分掌と連携し
て、組織的に取り組めるようにする。

○学校全体として、表現活動とは何を目指しどのよ
うな力をつけるのか、分掌として明確にするため表
現力向上推進計画を作成する。

最　　終　　評　　価

Ｃ

【教科指導課・合わせた指導課】
○学部間の連続性・系統性を意識し、年間指導計画に加筆・修正を行ったが、取り組みが不十分で学
部間の連続性・系統性を意識した指導・支援につなげることは難しかった。
○各学部でより活用しやすい年間指導計画になるように、課題を明らかにするとともに、改善に向け
た取り組みを実施することで、重点を絞って各学部内での連続性、系統性について見直すことができ
た。
【合わせた指導課】
○作業学習について、学部内や学部間での授業を見合う会を持つとともに、事後のアンケート結果を
もとに、各学部の授業実践やつけたい力等について共有することができたが、取り組みの視点や目的
が明確でない面があった。

○日常生活の指導、作業学習での指導等、ポイント
を絞り、系統性をふまえた具体的な整理をすすめ
る。
○生徒主体の活動になるように「主体的」な表現
力、体力作りについてのとらえ方を共通理解して内
容や構成を再検討する。

○学年団・学習グループで児童の将来や生活を俯瞰しながら、
ねらいや支援方法を考えるとともに、スパンを決めて評価を行
い、授業改善を行う。
○「児童の主体的な学びの姿」についてイメージを共有し、支
援方法を共通理解する。積極的に授業参観をし学び合う。
○つけたい表現力や体力について分掌組織を中心に発信する。
また、児童の変容を具体的に評価する。
○主任やチーフを中心に役割分担を明確にし、情報収集、発信
を心掛け職員連携を密にする。

【教科指導課・合わせた指導課】
○引き続き、学部間の連続性・系統性を意識し、年間指
導計画に加筆・修正を行う。
○来年度も視野に、学部間の連続性、系統性だけでな
く、各学部でより活用しやすい年間指導計画になるよう
に課題を検証するとともに、教務部と連携し「5つの
力」との関連についても検討していく。
【合わせた指導課】
○学部間の連続性、系統性を意識した指導･支援につい
て作業学習に重点を置く。学部内や学部間での授業を見
合う会を持つ。

○校外については、必要に応じて体験入学後の学校
訪問や移行支援会議を行う。校内は、学部間での日
常的な観察や情報交換を行うことで連携を図る。
○学校説明会や見学会は、参加人数の増加や各学部
のニーズに柔軟に対応できるような会の設定を来年
度に向けて検討する。

教
務
部

○「５つの力」のチェックシートをもとにアセス
メントシートにそって個別の指導計画の目標設定
をしたり、「５つの力」の視点をもとに評価をし
たりすることができる。

○「５つの力」のチェックシートの段階表から全て
目標立てしなければならないという理解不足、評価
「達成」「継続」「変更」の選択の仕方、記述内容
について戸惑いが見られたので、再度評価方法につ
いて確認する場を設けるとともに、次年度の様式に
ついても検討する。

進
路
指
導
部

○本校の進路指導の考え方や基本的な福祉サービ
スについて理解し、説明することができる。
○本人、保護者のニーズを具体的に把握し、個に
合った進路情報の提供が行われている。

○しんろだより、学部会等で進路の流れ、福祉サー
ビス利用の流れ、卒業生の様子等についての情報提
供を行う。
○学部会等で各学部進路担当が保護者・教員のニー
ズを把握する。情報提供後、アンケートや連絡帳等
で状況や課題等を把握する。

・児童生徒のつけたい力や授業のねらいの明確化、
評価の仕方の工夫を図っていくために、外部アドバ
イザーから助言を受けたりしながら各学部で検討を
進めていく。

人
権
教
育
部

○教師がつけたい資質・能力を意識して授業を行
なっている。
○教師が児童生徒の人権を大切にする行動をとっ
ている。
○相談経路を明確にし、相談しやすい組織体制の
確立と迅速な対応ができている。

○教師が「つけたい資質・能力」が意識できるよう
全体計画と年計を改めて示す。人権教育参観日をよ
い機会ととらえ、実践記録集を作成することで、よ
り意識を高められるようにする。
○各学部の実態や問題行動についての情報の集約に
努め、早期段階での対応ができるように指示を出し
たり、迅速な報告・連絡を行ったりする。

安
全
指
導
部

○日頃から児童生徒の様子や環境の変化に気づ
き、事故を未然に防ぐための意識を高くもって対
応することができる。

○月例で全職員に向けて学校安全や保健などに関する
内容について報告や啓発を継続する。
○１学期間に行った研修を元に、危機管理意識を高く維
持できるように安全指導部員が中心となって各学部、各
担任への働きかけを持続する。

表
現
力
向
上

○各学部で行っている表現活動の内容を整理し、
組織的に取り組むことができるようにする。
○既存の発表・表現場面を個々の特性を活かせる
内容に工夫・改善する。

体
力
向
上

○体力づくりを意識した授業作りを推進し、体力
づくりと各教科との連携をはかる。
○各種大会を積極的に紹介し、参加への呼びかけ
を行う。

経
営
の
基
本
（
指
導
力
・
人
権
尊
重
・
教
育
環
境
・
教
育
組
織
・
情
報
発
信
）

研
究
・
研
修
部

○観点別評価をもとに、児童生徒のつけたい力や
授業のねらいが明確化、共通理解された授業実
践・改善が行われている。
○指導・支援が工夫されることにより「わかりや
すい授業づくり」が実践され、児童生徒の変容が
確認できる。

セ
ン
タ
ー
支
援
部

○体験入学の進め方や必要な情報が学校間、学部
間で共有されている。

○学校説明会や見学会等で、本校や特別支援教育
についての情報が提供されている。

○学部間の系統性をはっきりさせるために「体力づ
くりの推進計画｣を活用していけるものに見直す。
○体力づくりが系統性をもって実施できるように、
重視する体力等の向上をめざし、各学部で活動や運
動を設定する。

県
米
５
つ
の
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高
等
部

（生徒）
○主体的に行動する力の確立
○表現力の向上
○体力増進、心身の健康
（教員）
○目指す主体的生徒像を共通理解した上で、連携しながら指導
支援を行っている。
○生徒が楽しみながら、主体的に活動できる表現活動、体力づ
くり、体育等の授業の工夫、改善が行われている。
○生徒の力を地域へ発信できるよう、計画的に地域交流活動を
進めている。

中
学
部

（生徒）
〇社会参加に向けた生活自立の確立
〇主体的な活動を通した表現力の育成
〇生活の基礎となる体力の向上
（教員）
〇学部間の系統性をふまえた指導、障がい特性に応じた適切
な指導や支援が行われている。
〇主体的な表現力の育成、体力の向上を目指した実践が行わ
れている。

小
学
部

【児童】
○基本的生活習慣の定着
○主体的に活動する力の育成
○表現力、基礎的運動能力、体力の向上
【教員】
○客観的実態把握に基づき、つけたい力が明確化され、ねらいや指
導･支援の方法が共通理解されている。
○児童がすすんで学習するための手立てが工夫された授業実践･改
善に取り組んでいる。
○児童が楽しみながら身体を動かしたり、自分の思いを表現したり
できる場が工夫して創造され、児童の変容が確認できる。
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教
科
等
指
導
部

○学部間の連続性、系統性を意識した指導・支援
に取り組みながら、年間指導計画を見直す。 Ｃ

障
が
い
特
性
の
理
解

教
育
事
業
部

〇教職員一人一人が、児童・生徒の障がい特性を
考慮した適切な指導、および支援方法について情
報共有したり、日々の教育活動に取り入れたりす
ることができる。
〇児童・生徒の行動の意味を客観的にとらえ、行
動改善を目指し、チームでの効果的な取り組みを
行うことができる。

○表現活動、音楽、体育の授業づくりの中で大切に
したいこと、アプローチ方法を学部で共通理解でき
たので、授業づくりチームを中心に授業づくりを更
に進める。
○生徒の主体性、表現力・体力向上の評価観点（目
指す姿）が定まっていなかったので、それぞれの評
価観点を明確にする。

評価項目 学部・分掌

後期に向けた改善方策

中　　間　　評　　価
目標（年度末の目指す姿）

平成29年度　学校自己評価（最終評価）

１８歳で自立できる人間を育てる

○元気なあいさつができる児童生徒

○思いやりのある児童生徒

○夢や希望に向かって努力する児童生徒

経営の

基本方

針

１ 児童生徒の障がい特性に対応した指導

２ 人権尊重と組織的な対応

３ 安心で安全な教育環境の整備

小学部から高等部まで一貫した系統的・組織的なキャリア教育を実践し、一人一人の自己実現に向けた主体的な学習を促し、社会参加

と自立を目指す。
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